
 

 

 精神疾患を発症した社員が休職と復職を繰り返しても，真面目に働いている社員

が不公平感を抱いたり，会社の負担が過度に重くなったりしないようにして会社の

活力を維持するためには，休職期間を無給とし，傷病手当金の受給で対応するのが

効果的です。休職と復職を繰り返す社員の対応に困っている会社は，休職期間につ

いても賃金が支払われていることが多い印象です。 

 

Ｑ１５８．精神疾患を発症した社員が休職と復職を繰り返しても，真

面目に働いている社員が不公平感を抱いたり，会社の負担が過度に重

くなったりしないようにして会社の活力を維持するためには，どうす

ればいいと思いますか。 


